
「議案第１５７号 川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条

例の制定について」に対する附帯決議案

  １ 本市における本邦外出身者に対する不当な差別的言動の状

況、本条例の目的や施策の内容等について広く市民に周知徹

底を図り、市民の理解の下、本条例を円滑に施行していくよ

う努めること。

  ２ 本邦外出身者に対する不当な差別的言動以外のものであれ

ば、いかなる差別的言動であっても許されるとの理解は誤り

であるとの基本的認識の下、本邦外出身者以外の市民に対し

ても、不当な差別的言動による著しい人権侵害が認められる

場合には、必要な施策及び措置を検討すること。

  ３ 前項に掲げるもののほか、不当な差別のない人権尊重のま

ちづくりを一層推進するため、本市における不当な差別の実

態の把握に努め、その解消に向けて必要な施策及び措置を講

ずること。


